
佐
竹
化
学
機
械
工
業

　
佐
竹
化
学
機
械
工
業
は
、
創
業

年
の
撹
拌
機
メ
ー
カ
ー
。
ア
ジ

ア
唯
一
の
「
撹
拌
技
術
研
究
所
」

や
充
実
し
た
設
備
を
有
し
、
長
年

の
研
究
お
よ
び
実
績
に
基
づ
く
高

性
能
・
高
品
質
製
品
を
開
発
、
製

造
し
て
い
る
。
ラ
ボ
サ
イ
ズ
か
ら

大
規
模
プ
ラ
ン
ト
の
１
０
０
０
立

方

を
越
え
る
大
容
量
槽
向
け
ま

で
顧
客
ニ
ー
ズ
に
最
適
な
撹
拌
装

置
を
提
案
す
る
。
中
国

・
韓
国
・
台
湾
の
関
連

会
社
と
の
連
携
強
化
に

よ
り
東
南
ア
ジ
ア
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
拡
張
し
ア
ジ
ア
Ｎ
ｏ．

１
を

目
指
す
。

　
こ
の
た
び
、
目
的
に
応
じ
て
簡

単
に
着
脱
可
能
な
ク
ラ
ン
プ
式
小

型
機
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
キ
サ
ー
」

に
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
一
体
型
で
省

ス
ペ
ー
ス
の
「
Ａ
７
２
０
―
０
・

２
Ｂ
Ｘ
」

無
段
変
速

を
新
た

に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。

光
陽
産
業

　
光
陽
産
業
の
撹
拌
機
「
エ

ア
・
ミ
キ
サ
ー
」
は
豊
富
な

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
か
ら
使
用
環

境
に
最
適
な
機
種
を
選
択
で

き
る
。
小
型
機
は
軽
量
で
扱

い
や
す
く
、
中
型
機
は
使
い

や
す
さ
と
高
出
力
を
兼
ね
備

え
た
万
能
タ
イ
プ
。
大
型
機

は
撹
拌
力
に
特
化
し
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
マ
シ
ン
で
高
粘
度
や

大
容
量
の
液
体
で
も
短
時
間

で
効
率
よ
く
撹
拌
で
き
る
。

　
全
機
種
エ
ア
駆
動
の
採
用

に
よ
り
発
熱

を
抑
え
、
引

火
性
の
あ
る

液
体
の
撹
拌
に
も
対
応
。
電

機
系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な

い
。
液
体
の
質
に
応
じ
た
プ

ロ
ペ
ラ
を
選
択
す
る
こ
と
で

効
率
の
良
い
撹
拌
を
実
現
で

き
る
。
プ
ロ
ペ
ラ
材
質
は
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
ス
テ
ン
レ

ス
、
形
状
は
タ
ー
ビ
ン
型
、

パ
ド
ル
型
な
ど
か
ら
選
択
可

能
。
サ
イ
レ
ン
サ
ー
付
き
で

騒
音
も
少
な
く
作
業
環
境
の

改
善
に
も
貢
献
す
る
。

日
善
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
日
善
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
製

品
の
提
供
で
性
能
向
上
を
実

現
し
て
い
る
。
同
社
が
手
掛

け
る
「
コ
ン
テ
ナ
ー
ワ
ン
タ

ッ
チ
ミ
キ
サ
ー
」
は
大
径
ネ

ジ
を
回
す
だ
け
で
撹
拌
軸
の

脱
着
が
可
能
。
撹
拌
軸
と
翼

の
重
量
が

以
下
で
、

撹
拌
機
本
体
を
取
り
外
す
こ

と
な
く
タ
ン
ク
の
交
換
が
で

き
る
。
ま
た
撹
拌
翼
の
直
径

は
４
５
０

で
も
毎
分

１
０
０
０
回

転
以
上
の
運
転
が
可
能
。
コ

ン
テ
ナ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
は
槽

径
に
比
べ
小
径
で
撹
拌
翼
の

サ
イ
ズ
が
限
定
さ
れ
、
高
粘

度
液
や
高
比
重
液
を
撹
拌
す

る
こ
と
は
困
難
。
し
か
し
同

社
は
翼
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
イ

ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
に
よ
り
撹

拌
性
能
を
高
め
、
問
題
な
く

撹
拌
で
き
る
。
運
搬
機
会
が

増
え
つ
つ
あ
る
コ
ン
テ
ナ
の

撹
拌
に
最
適
な
製
品
と
言
え

る
。

浅
田
鉄
工

　
浅
田
鉄
工
は
１
９
０
５
年

創
業
。
化
学
業
界
向
け
に
攪

拌
機
や
分
散
機
な
ど
を
手
が

け
、
約

年
間
、
高
い
シ
ェ

ア
を
獲
得
。
近
年
は
塗
料
・

イ
ン
キ
、
電
子
部
品
、
電
池

業
界
や
こ
れ
ら
の
業
界
で
使

用
す
る
材
料
メ
ー
カ
ー
向
け

の
製
品
開
発
に
注
力
。
昨

春
、
新
た
に
３
機
種
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
に
追
加
し
た
。

　
連
続
式
無
媒
体
薄
膜
型
分

散
機
「
ゼ
ロ
ミ
ル
」
は
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
や
キ
ャ

パ
シ
タ
の
ス

ラ
リ
ー
の
高
品
質
・
高
均
一

に
最
適
。
「
レ
ボ
ミ
ル
」
は

分
散
容
器
を
回
転
さ
せ
、
遠

心
力
を
利
用
し
た
大
流
量
高

循
環
運
転
が
可
能
。
電
子
部

品
や
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
な

ど
の
原
材
料
に
適
し
て
い

る
。
「
タ
フ
ミ
ル
」
は
高
粘

度
製
品
向
け
で
、
分
散
部
に

循
環
流
を
起
こ
す
機
構
を
採

用
。
高
品
質
・
高
生
産
性
を

実
現
し
た
。

横
田
製
作
所

　
横
田
製
作
所
の
脱
泡
・
脱
気
装

置
は
、
液
体
混
合
時
な
ど
に
発
生

す
る
無
駄
な
泡
や
溶
存
気
体
を
瞬

時
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

装
置
自
体
に
自
吸
・
加
圧
機
能
を

備
え
、
吸
い
上
げ
か
ら
撹
拌
、
脱

か
く
は
ん

泡
・
脱
気
に
至
る
多
数
の
工
程
を

１
台
で
実
現
。
飲
料
な
ど
の
品
質

を
保
つ
重
要
な
役
割
を
担
う
。
羽

根
車
を
高
速
回
転
さ
せ
、
液
体
を

薄
膜
状
に
し
効
率
よ
く

脱
泡
・
脱
気
す
る
仕
組

み
で
、
液
の
均
一
化
や

粒
子
化
と
い
っ
た
二
重
の
効
果
も

あ
る
。

　
同
装
置
は
化
学
薬
品
を
使
用
せ

ず
機
械
的
に
処
理
す
る
た
め
安
心

・
安
全
な
食
の
生
産
体
制
に
寄
与

す
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
既
設
の
ラ

イ
ン
に
も
組
み
込
み
や
す
く
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
容
易
。
同
社
の
独
自

技
術
を
採
用
し
国
内
外
で
特
許
を

取
得
し
て
い
る
。

▲

混合・混練・撹拌機
新たな素材開発のカギ

図
２
　
メ
カ
ノ
ケ
ミ
カ
ル
効
果
を
利
用
し
て
酸
化

亜
鉛
と
酸
化
鉄
の
超
微
細
混
合
物
を
合
成
し
た
例
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図
１
　
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
を
用

い
て
難
水
溶
性
薬
物
粒
子
の

粉
砕
と
で
ん
ぷ
ん
粒
子
表
面

へ
の
固
定
化
を
同
時
に
行
っ

た
例

□
　　■
　　□

　
粉
体
材
料
の
混
合
・
混
練

は
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
分
野
で
行
わ
れ
て
き
た

粉
体
処
理
操
作
の
一
つ
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
我
々
の
日

常
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、

な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
な
目
的
は
、
古
く
は

２
種
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

成
分
か
ら
な
る
粉
体
混
合
物

に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
組
成

を
単
純
に
均
一
化
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在

は
、
混
合
さ
れ
た
各
成
分
の

相
乗
効
果
に
よ
る
新
た
な
機

能
の
付
与
・
発
現
を
目
的
と

す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
粉
体
混
合
物
を
利
用
し

た
素
材
の
開
発
に
お
い
て
混

合
・
混
練
操
作
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
新
た
な
素
材
と
な
り
う

る
高
性
能
・
高
機
能
な
粉
体

混
合
物
の
製
造
で
は
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
単
純
な

混
合
・
混
練
操
作
だ
け
で
な

く
、
精
密
微
細
混
合
や
粒
子

複
合
化
な
ど
の
よ
り
高
度
な

粉
体
処
理
技
術
を
必
要
と
す

る
場
合
が
増
し
て
い
る
。

□
　　■
　　□

　
一
般
に
、
精
密
微
細
混
合

や
粒
子
複
合
化
を
実
現
す
る

に
は
非
常
に
大
き
い
機
械
的

外
力
を
粉
体
混
合
物
に
加
え

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
は
そ

の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
多
種

多
様
な
粉
体
処
理
装
置
が
市

場
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
ボ
ー
ル
ミ
ル
や
ビ
ー
ズ
ミ

ル
、
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
な
ど
、

汎
用
的
な
微
粉
砕
機
で
も
十

分
利
用
で
き
る
場
合
が
多

い
。
し
か
し
使
用
す
る
装
置

の
形
式
に
よ
ら
ず
、
粉
体
に

加
え
る
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
と
そ
の
履
歴
が
粉

体
材
料
の
機
能
化
に
非
常
に

大
き
い
影
響
を
与
え
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
精
密
に
制
御

す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
と

な
る
。

　
例
え
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
過

剰
に
加
え
る
と
予
期
せ
ぬ
粉

砕
や
凝
集

い
わ
ゆ
る
逆
粉

砕

、
熱
に
よ
る
変
質
な
ど

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
粉
体
に
加
わ
る

機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分

に
把
握
し
た
う
え
で
粉
体
の

物
理
的
・
化
学
的
性
質
を
考

慮
し
つ
つ
目
的
に
応
じ
た
装

置
の
使
い
分
け
と
最
適
条
件

の
も
と
で
運
転
な
ど
、
プ
ロ

セ
ス
の
最
適
化
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
所
望
す

る
機
能
を
付
与
あ
る
い
は
発

現
さ
せ
る
た
め
の
材
料
の
選

定
や
物
性
の
制
御
、
す
な
わ

ち
粒
子
設
計
も
ま
た
精
密
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□
　　■
　　□

　
図
１
は
、
難
水
溶
性
薬
物

の
溶
解
性
改
善
を
目
的
と
し

た
粒
子
設
計
の
例
で
あ
り
、

鎮
痛
・
消
炎
・
解
熱
効
果
の

あ
る
メ
フ
ェ
ナ
ム
酸
の
粒
子

を
汎
用
的
な
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル

を
用
い
て
粉
砕
す
る
と
同
時

に
、
球
形
の
バ
レ
イ
シ
ョ
で

ん
ぷ
ん
粒
子
の
表
面
に
バ
イ

ン
ダ
レ
ス
で
固
定
化
し
た
。

粉
砕
前
の
メ
フ
ェ
ナ
ム
酸
粒

子
は
で
ん
ぷ
ん
粒
子
と
同
様

の
粒
子
径
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
粒
子
強
度
を
考
慮
し

つ
つ
粉
砕
圧
力
や
処
理
時
間

を
調
整
す
る
こ
と
で
装
置
に

原
料
を
一
緒
に
仕
込
ん
だ
場

合
で
も
で
ん
ぷ
ん
粒
子
を
粉

砕
す
る
こ
と
な
く
メ
フ
ェ
ナ

ム
酸
粒
子
の
み
を
粉
砕
で
き

目
的
と
す
る
複
合
粒
子
が
得

ら
れ
た
。
こ
の
粒
子
を
用
い

る
こ
と
で
メ
フ
ェ
ナ
ム
酸
の

溶
解
速
度
が
大
幅
に
改
善
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

□
　　■
　　□

　
粉
体
材
料
は
大
き
な
比
表

面
積
を
有
す
る
こ
と
が
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
そ
の

機
能
化
は
、
粒
子
表
面
を
利

用
し
た
も
の
が
中
心
と
な

る
。

　
し
た
が
っ
て
よ
り
小
さ
い

粒
子
を
用
い
る
こ
と
で
多
種

多
様
な
機
能
化
が
実
現
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
粉

体
混
合
物
に
お
け
る
組
成
の

均
一
化
に
お
い
て
も
そ
の
構

成
粒
子
の
粒
子
径
は
非
常
に

重
要
な
因
子
で
、
精
密
微
細

混
合
の
よ
う
に
組
成
の
均
一

性
を
よ
り
高
度
な
状
態
に
す

る
た
め
に
は
粒
子
径
を
小
さ

く
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
粒
子
を
細
か
く
す

る
こ
と
自
体
が
機
能
化
に
寄

与
す
る
場
合
も
多
く
、
微
粒

化
、
と
く
に
ナ
ノ
粒
子
化
す

る
こ
と
で
新
た
な
機
能
が
発

現
す
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、

微
粒
子
の
利
用
は
粉
体
材
料

の
機
能
化
に
お
い
て
非
常
に

有
効
で
あ
る
。
し
か
し
微
粒

子
を
利
用
す
る
際
に
は
、
大

き
な
付
着
・
凝
集
力
に
勝
る

機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
加
え

て
混
合
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
粉
体
に
加
わ
ら
な
い
よ

う
に
装
置
の
選
定
や
操
作
条

件
の
最
適
化
を
注
意
深
く
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□
　　■
　　□

　
粒
子
複
合
化
装
置
や
微
粉

砕
機
を
混
合
操
作
に
用
い
た

場
合
、
粒
子
の
粉
砕

ブ
レ

イ
ク
ダ
ウ
ン

に
よ
る
サ
ブ

ミ
ク
ロ
ン
オ
ー
ダ
ー
で
の
均

一
化
が
見
込
ま
れ
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
に
伴
う
多
様
な

効
果

例
え
ば
、
新
生
面
の

生
成
、
非
晶
質
化
、
メ
カ
ノ

ケ
ミ
カ
ル
効
果
な
ど

を
利

用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

機
能
化
も
期
待
で
き
る
。
し

か
し
今
後
は
よ
り
高
度
な
機

能
化
の
た
め
に
、
よ
り
小
さ

い
ス
ケ
ー
ル
、
ナ
ノ
オ
ー
ダ

ー
で
の
均
一
化
が
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
手

法
の
一
つ
と
し
て
粉
体
材
料

の
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
化
が

有
望
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
新
し
い
混
合
プ
ロ
セ
ス
の

開
発
が
必
要
で
あ
る
。

　
図
２
は
、
酸
化
亜
鉛
ナ
ノ

粒
子
の
懸
濁
液
中
で
、
酸
化

鉄
ナ
ノ
粒
子
を
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
は
な
く
機
械
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
生
じ
た
メ
カ
ノ

ケ
ミ
カ
ル
効
果
を
利
用
し
て

合
成

ビ
ル
ド
ア
ッ
プ

す

る
こ
と
で
、
ナ
ノ
オ
ー
ダ
ー

レ
ベ
ル
で
の
超
微
細
混
合
を

行
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
ナ
ノ
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
化

に
よ
る
新
素
材
の
開
発
で
は

従
来
の
混
合
・
混
練
や
粉
砕

に
加
え
、
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
に

よ
る
ナ
ノ
粒
子
の
生
成
や
分

子
レ
ベ
ル
で
の
表
面
改
質
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
次
世
代

技
術
の
開
発
が
必
要
で
あ

る
。


